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２年修学旅行行ってきました沖縄
11 13 15月 日(水)～

日(金)の２泊３日で沖

縄へ行ってきました。

寒波と低気圧の到来が

心配されましたが、小

雨に降られた程度で天

候も人とのふれあいも

暖かな旅行をすることができました。今年は海南

高校初めての試みで１泊目は
伊江島の民家に分宿し、沖縄

の文化に文字通り肌に触れる

経験をしてきました。若干の

不安と緊張もありましたが、

お世話になった「おじい」や

「おばあ」との港での別れの

際には、あちこちで抱き合っ

て涙ぐんでいる姿もありまし

た。２日目はグループ毎の体

験学習を行いましたが、沖縄
らしい青空も顔を出して、海

の色も一段と映えました。３

日目は平和学習。ひめゆり平

和祈念資料館や戦火激しい時

に大勢の命が失われた壕を訪

れました。

３日間、ひどく体調を崩し

たり、怪我をしたり、こっぴ

どく叱られたりする生徒もな

く、良い思い出とたくさんの
お土産を持って無事に帰って

くることができました。

１年健脚遠足歩いてきました熊野古道
月 日(金)、１学年11 15

、の臨海実習に次ぐ伝統行事

健脚遠足を実施しました。
朝からあいにくの雨にたた

られ、とりあえずは授業を

しながら様子を見ていまし

たが、天候の回復が見込ま

れるとのことで、ゴールを

湯浅駅から宮原駅に短縮し

て実施しました。何回も下

見や事前準備を重ねていた

甲斐あって、全員無事に完歩できました。桜の葉

やみかんの実も色づいた秋のど真ん中を歩く遠
足。距離が長く高低差も激しい行程でしたが、き

れいな景色を眺め、歴史を感じながら楽しく 歩?

けたかと思います。やる前は自信がなくても、実

際やってみたら案外楽にできるもんでしょ。

自分の力を信じて歩いて欲しい
「心 元気に ～一歩踏み出せば風は変わる～」

月 日(火)に10 29

人権講演を行いまし

た。今年お招きした

のはゴスペルシンガ

ーの新井深絵さんで

す。在日韓国人の新

井さんは、ご自分の

思いや体験、ゴスペ

ルとの出会い、そしてそれを学び歌うことで確信

できた人間の奥底にある力を多くの力強い歌とと
もに伝えてくれました。

海南市防災訓練に参加しました
（ ）11 10月 日 日

海南市防災訓
練が行われ、

2本校からも
年生 名の生20
徒が参加しま
した。この大
規模な訓練の
中で、本校生徒は避難所運営訓練に参加し、災害
対策本部の海南市立総合体育館から備蓄救援物資
を搬出し、避難所となる大野小学校に搬入する作
業に加わりました。また、大野小学校では地域住
民の方々に対して、人工呼吸や心臓マッサージ、
AED 7を使った救急救命法を伝えました。彼らは
月にも 年生全員に対して救急救命法を指導して1
おり、いざというときには正に即戦力となる頼も
しい高校生になりました。

硬式野球部 選抜高校野球
２１世枠 一般枠 和歌山県から推薦
硬式野球部が平成 年度選抜高校野球(甲子26

園） 世紀枠および一般枠の和歌山県推薦校に21

選出されました。ちなみに 月 日に 世紀12 13 21

枠の近畿推薦校が決まり、来年の 月 日に一1 24

般も含めての最終選考が行われる予定です。

今年も科学部強し
高校化学グランドコンテスト

大阪市立大学長賞（全国4位）

「酸化物半導体膜と有機導電膜のコラボレーション
～パワフル有機色素増感光電池をめざして～」

日本学生科学賞
知事賞受賞（県１位）全国中央審査入選

「キシノウエトタテグモの研究３」

次の舞台は の生徒科学研究発表会です。12/20

英語を交えたプレゼンテーションの予定です。

http://www.kainan-h.wakayama-c.ed.jp

12月の予定

日 学校施設、学校周辺地域一斉清掃4

プログラム（海外学生 名来校）6 JENESYS2.0日 40
日 年生特別時間割開始( ）9 3 ~1/16
日 年教養理学科特別課外授業（和歌山大学）10 2
日 三者面談（ ～)(予定）18 1/18
日 和歌山県生徒科学研究発表会20 SSH
日 学期終業式24 2
日 年末年始休業日（～ ）30 1/3


